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第23号地域で子どもを育てよう！

　六日小でさつきの植え替え　ご近所のさ
つき愛好家が六日小の子ども達へさつきを
寄付。ご近所の方々が子どもたちの植え替
えを手伝っている。さまざまな交流の輪を
ひろげよう！

コミュニテイバスさくらへの乗車をすすめよう！
　予想より早く50万人乗車を達成、次の路線へと期待が寄せら
れるが、現在の１日1,000人の乗車では赤字。黒字のめやす＝１
日1,300人をめざそう！環境とお年より・障がい者にやさしい公
共交通を利用しよう！

せの喜代のプロフィール
1956年生まれ
民間会社に20年勤務
市民運動・障がい者の介助ボランティアを担う
元荒川区公立保育園父母の会連絡会会長
1999年区議会議員初当選
情報公開と市民参画、議員特権の見直しや
こども・お年より・障がい者にやさしい区政をめざす
現在、文教・子育て支援委員会、震災対策・危機管理
調査特別委員会所属

せ の　喜　代
片 山　ひろし

  ごみを捨てるな！ごみを拾おう！
  荒川クリーンエイド　
　毎年10月 20日ごろ、
荒川上流から河口まで、
様々な団体が河川敷の清
掃と水質検査に取り組ん
でいる。この日も拾いき
れないほどのごみが……。

街なか花壇に参加しよう！
　今年度予算の重点事業「区民主体の
街なか花壇」。花壇のデザインや植え
付け作業は区民が主体。場所・土・花
苗・資材は区が提供。花を愛で、生活
に潤いを！ご近所で花談義を！

●環境省のモデル事業に七峡小が選ばれ校舎のエコ改修が行われ
る。省エネ、ヒートアイランド対策、CO2 削減が課題だが、研究
会で出た住民の提案が活かされるよう期待している。（井）

●９月決算で史上最高利益を出した企業が続出。一方で、北九州
市では生活保護を受けられず餓死した人がいる。今、最大の政治
の課題は人々が安心して暮らせる社会の構築だ。（枝）

●相次ぐ子ども達の自殺、さらに校長の自殺。
こんなにも命を粗末にしていいものか。他者を
大切にし、お互いの権利を尊重する教育であっ
てほしい。それこそ、こどもの権利条約の精神
であろう。（克）

ホームレスの自立支援・就労支援とは（10.29）に参加して　
　最近では若者の野宿者も多いという。政府は最低所得保障を具体化し、
税制や社会保障による所得再分配策による所得格差の是正をおこなうべき
だし、市民、NPO等も自前で地域で仕事を発見し、就職困難者を支援す
る方策を発見することをめざそうと話された。

包括的地域生活支援を考えるためのシンポジウム

「
若
者
の
長
期
失
業
者
が
増
え
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
、
大
阪
市
立
大
学
教
授　

福
原
宏
幸
さ
ん
と

kiyo’s topics


